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プロジェクトの概要 1

建  設  地： 大阪府堺市堺区大浜西町
敷地面積： 3 , 587㎡
延床面積： 7 , 582㎡ 地上3階

建物用途：本社事務所
構 造：S造
工 期：2022年3月～2023年4月

周辺配置図

工場全体図

外観図

7,582
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プロジェクトの概要 2

本プロジェクトは、
ＩＨＩインフラシステム、IHIインフラ建設が将来にわたって企業価値を高められることを
目的とした本社・堺工場に位置する事務所棟新設プロジェクトである。

この事務所は、長年培った技術力を世界に広め、国際社会の発展に大きく貢献するべく、

クリエイティビティの高い働き方を実現するため、「光・人・快適性が有機的につながるコミュニ

ケーションプラットフォーム」をデザインコンセプトとした最新のオフィスのトレンドを有している。



 Activity Baｓed Working/Workplace（ABW)
 アクティビティに応じた空間計画
 生体リズムに合わせた照明制御

 放射パネル＋低風速吹出空調
 置換換気を利用した換気効率の向上
 植栽手すり

 自然エネルギーの活用
 人感センサー・明るさセンサーによる調光制御
 高効率パッケージエアコン
高効率ヒートポンプ給湯器
LED照明器具

 タスク・アンビエント照明
 ナイトパージ
高断熱外装

 災害時の電源・給排水・空調への対応
 防犯リスクへの対応
 中央監視システム

Health & Comfort

健康・快適
ワーカーの働く元気を

積極的に育む仕組みつくり

Knowledge

知的創造
知的生産に貢献する

創造的環境

持続可能な開発目標（SDGｓ）に対する取り組み

⚫2015年、各国は「持続可能な開発
のための2030アジェンダ」とその17
の「持続可能な開発目標（SDGs）」
を採択しました。

⚫政府や市民社会、民間セクター等、
全てのステークホルダーが2030ア
ジェンダの実現に貢献することを期
待されています。

知的創造 健康・快適 エネルギー・資源 レジリエンス

⚫オフィスは「働く場」だけではなく、ワーカーの健康
増進や知的生産性の向上などに適合するワーク
プレイスの提供が求められています。

⚫多様化するビジネススタイルやワークスタイルへの
対応、環境共生・レジリエンスの確保に対応したス
マートウェルネスオフィスが求められています。

スマートウェルネスオフィスコンセプト
出展 （一社）日本サステナブル建築協会

スマートウェルネスオフィスの実現に向けた具体的施策

⚫健康維持増進建築の建設
⚫従業員の健康・メンタルヘルス促進

⚫建築物の省エネの推進
⚫建物の高遮熱・高断熱化

⚫省エネ建築の普及
⚫災害に強い建物の普及

⚫環境負荷の少ない材料の利用
⚫再生材の利用

⚫強靭なインフラの整備
⚫次世代の建築技術の開発

⚫環境認証制度の普及
⚫建築の維持管理と保全

⚫建物の長寿命化・維持管理
⚫建設副産物の削減

Resilience

レジリエンス
環境変化や災害などの外乱に耐えうる

強靭な組織・施設、リスク回避・危機管理能力

Energy & Resource

エネルギー・資源
省エネ・省CO2の推進、

低負荷環境のデザインマネジメント

⚫環境不動産の市場形成
⚫生産の機械化による労働力補完

アクティビティに応じた空間計画放射パネル＋低風速吹出空調
高効率パッケージエアコン
ナイトパージ

防犯リスクへの対応

災害時の電源・給排水・空調への対応
中央監視システム

自然採光
太陽光パネル・太陽集熱パネル

照明の人検知・明るさセンサー制御
LED照明器具
タスク・アンビエント照明 植栽手すり

高断熱外装

置換換気を利用した換気効率の向上

高効率ヒートポンプ給湯器 Active Based Working/Workplace（ABW)

省CO2技術概要 3
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省CO2技術①：空調システムでの省エネルギー方策 4

放射空調と全熱交換器を組み込んだＡＨＵによる空調シス
テムとし、放射空調用のポンプと低温低風量で吹出すＡＨＵの
ファンにて搬送動力削減を図る。

放射空調系統の送水温度を１２℃とすることで、モジュール
形空気熱源ＨＰのＣＯＰ向上を図る。また放射パネルはゾーン
毎に発停が可能となっており、人がいないエリアの空調を停
止することによって省ＣＯ２化を図る。

外気湿球温度が設定値以下の場合には、フリークーリング
によりモジュール形空気熱源ＨＰの消費電力を削減する。外
気湿球温度が設定値以上の場合にはプレクーリングにより、
還冷水温度を低下させることによってモジュール形空気熱源
ＨＰの消費電力を削減する。

外気冷房システムの導入、ＣＯ２濃度による給気ファン制御、
散水式の高効率モジュール形空気熱源ＨＰの採用によって、省
ＣＯ２化を図る。

①-1 搬送動力削減方策

①-2 中温冷水の採用

①-3 フリークーリングの採用

熱源フロー図

①-4 外気冷房・CO2制御等の採用
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省CO2技術②：照明設備での省エネルギー方策 5

②-1 ハイサイドライトによる採光の確保

北面ハイサイド・３階建ての低層設計・４つの吹き抜けにより上階だけでなく、
下階でも直射日光ではない安定した自然光を活用できる。

②-2 光環境シミュレーションによる試算

光環境シミュレーションを用いて年間の光環境評価を行い積極的に昼光利用
をする。(３階部分では、昼光のみで年間の67％の時間帯で机上面が300lxを確
保)

②-3 人感・照度センサーの採用

人感センサー・照度センサーの活用や照明のゾーン制御により、照明の消費
電力量を削減する。

②-4 タスクアンビエント照明の採用

タスクアンビエント照明方式を採用し、照明機器容量を小さくすることで照明の
エネルギー消費量を削減する。

②-5 サーカディアン照明制御の導入

サーカディアン照明制御導入による快適性・知的生産性の向上

ハイサイドライトからの光が１階まで広がる

光環境シミュレーション
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省CO2技術③：その他の省エネルギー方策 6

③-1 太陽集熱パネルによる太陽熱の給湯利用

③-2 高効率パッケージ空調機、高効率ヒートポンプ給湯器の採用

③-3 太陽光発電パネルの設置

③-4 BEMSを活用したエネルギー計測・マネジメント

③-6 外装の高断熱化（アルミ製サンドイッチパネル）の採用

③-5 日射負荷削減のため西面に開口部・窓面のない建物計画

③-7 Low-Eガラス窓の採用

その他設備計画

その他建築計画
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本計画における省エネルギー効果 7

CASBEE BEE=3 .1

最高クラスSランクを取得


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7

